
 

 

３．生活文化 

LIGHT UP NIPPON 全国一斉花火 

一般社団法人 LIGHT UP NIPPON 

 

実施団体 一般社団法人 LIGHT UP NIPPON 

実施時期 2016年 8月～10月 

場 所 国内各地 

概 要 日本を代表する文化の一つである「花火」を、複数カ所で同日同時刻

に一斉に打ち上げる。「2020年の全国一斉花火打ち上げ」を目標とし、

そこに向かう過程を通じ、多くの地域と連携し、たくさんの人に参加

してもらうことで、2020年東京オリンピック競技大会・東京パラリン

ピック競技大会への関心を高め、機運醸成につなげる。 

効果検証方法 ・東日本大震災の被災地から始まった一斉打上げ花火が全国に波及する 

ことで、東北の復興の後押しとなるとともに、全国各地の地域コミュニティ

の活性化につながる。 

・花火大会終了後、各地の実行委員メンバーや花火師、全国の自治体関

係等を集めた報告会を行い、2020 年の全国実施に向けたネットワーキン

グと機運醸成を図る。 

 

試行プロジェクトの概要 

実施目的 

「2020 年全国一斉花火の開催！全国で、全国民の力で、一斉に花火を打ち上げて、世界中の

人をおもてなししよう！」ということを目標に、まず、この 2016年 8月 11日に、日本を代表する文化

の一つである「花火」の『複数箇所同日同時刻一斉打ち上げ』と、そこに向かう過程を通じて、多く

の地域と連携し、想いをひとつにまとめ、たくさんの人に参加してもらうことで、東京だけでなく日本

中の様々な地域で、2020 年東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会への関心を高

め、機運醸成に資する。 

 そして、この花火大会をきっかけに毎年このプロジェクトを継続し、活動を広げ、2020 年のオリン

ピック、パラリンピックに向けて準備を進め、開会式の日、同時刻に一斉に全国民の手で「全国」

で花火を打ち上げる。この全国で打ち上がる花火の様子を衛星や航空機などを用いて撮影し、そ

の映像をオリンピックスタジアムへ届け、全世界に対して光り輝く日本の姿を発信する。 

 この 2020年の『全国一斉花火』を成功させる過程で、各地で次々となくなってしまった花火大会

を復活、継続させるための「仕組み」を作っていく。この花火大会をきっかけに、地域のお祭りを活

性化し、伝統芸能や食文化なども地域で訴求し一緒に継承していく。 

 2011 年の東日本大震災の被災地から始まったこの一斉打上げ花火が、東北から全国に波及

することで、東北の復興の後押しとなる。 
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 この花火大会の日に合わせて帰省したり、地域住民が集まったりすることにより、コミュニティの

活性化と再生を促す。夏の文化的象徴の花火と地域の特性を活かしたお祭りなどで、全国的に定

着させ、次世代に残す『レガシー』としていきたい。 

 

取組み内容 

（１）告知の実施 

2016年 7月 20日(水)花火開催記者会見を宮城県庁にて実施。朝日新聞、岩手日報、NHK、TBS

ほか約 10社より取材。並行して LIGHT UP NIPPONの公式 HP、Facebook（いいね！約 15,600名）、

Twitter などによる告知を開始。 

 

（２）全国一斉花火打ち上げ 

■ 日時： 2016年 8月 11日（祝）19:00 ～ 花火一斉打ち上げ（熊本のみ 19:45） 

■ 内容： 東日本大震災の月命日にあたる 8 月 11 日 19:00 に、東北を中心に全会場一斉に、

追悼と復興の祈りを込めて、日本を元気にする花火を打上げた。打ち上げ前の時間に、各地

で今回の花火の趣旨のアナウンスを行い、冒頭の花火はリング型の花火や、５色に変化する

花火などを盛り込み、五輪をイメージさせる演出を行った。合わせて FM 岩手、FM 宮城、福島

FM、 東京 FM の 4 局と全国のコミュニティラジオ全 50 局にて、特別番組「LIGHT UP NIPPON 

2016 全国一斉花火」を放送。今回の取り組みについての説明を行い、生中継で、東北、熊

本などの被災地からのメッセージ、そして各開催地の現場の声をつないだ。 

各地の様子は、YouTube ライブでインターネットでも配信した。 

 

■花火開催地： 全 10 箇所+特別開催 4 箇所 

【岩手県】（5）：野田村、田野畑村、宮古市田老、大槌町、大船渡市三陸町越喜来 

【宮城県】（3）：気仙沼市、石巻市雄勝町大須、仙台港 

【福島県】（2）：南相馬市原町区萱浜、いわき市久之浜 

【北海道】（1）：札幌市 

【岡山県】（1）：美作市上山 

【広島県】（1）：広島市宮島 

【熊本県】（1）：西原村 

   

■ 打上げ花火数： 全会場で 約 15,000 発（LIGHT UP NIPPON のみ） 

 （内訳） 

 【岩手県】野田村：1,500発、田野畑村：300 発、宮古市田老地区：1000 発  

       大槌町：1,000発、釜石市唐丹：1,500 発、大船渡市越喜来：1,500発 

 【宮城県】気仙沼市：300発、石巻市雄勝町： 1,500発、仙台港：1,000 発 

 【福島県】いわき市久之浜：1,500 発 
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 <特別開催>【北海道】15,000 発【岡山県】300 発     

 【広島県】10,000 発 【熊本県】100 発 

 

■ 推定観覧者数： 全会場合計：約 79,200 名 

イベント会場のみカウント。周辺で花火を観覧していた人は、カウントできず。 

 【岩手県】野田村：4,000名、田野畑村：500 名、宮古市田老地区：1,000 名 

       大槌町：2,000名、釜石市唐丹：400 名、大船渡市越喜来：1,500名 

 【宮城県】気仙沼市：500名、石巻市雄勝町：600 名、仙台港：5,000 名 

 【福島県】いわき市久之浜：5,000 名 

 【北海道】札幌市：13,000名 

 【岡山県】美作市上山集落： 300 名 

 【広島県】宮島：45,000 名 

 【熊本県】西原村：400 名 

 

■会場の様子(抜粋) 
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（北海道札幌市）
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（３）報告会の実施 

日時：2016年 10 月 15日（土）14:00開場 14:30～18:00  

会場：代官山ヒルサイドテラス・ヒルサイドプラザ 

内容： 

・ LIGHT UP NIPPON2016各会場の報告 

・ 各会場ダイジェストムービーお披露目 

・ LIGHT UP NIPPON 未来に向けて（プレゼン） 

・ 東北の食材を用意した懇親会 LIGHT UP NIPPON100 人チアステージ披露 

・ 参加人数約 60 名 

・ 配布パンフレット 
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効果と課題 

効果  

<ねらい> 

本試行プロジェクトを通じ、全国で一斉に花火を打ち上げるという活動を行うことで、オリパラに向

けた全国での一体感の醸成、「東京だけじゃない」全国でのオリパラ実施という意識付けを行うこと

を目的とした。 

 

＜実現手段＞ 

 「全国で一緒に花火を打ち上げましょう」という掛け声のもと、8月11日、同日同時刻の花火打ち

上げに参加してもらい、その花火大会の冒頭で、LIGHT UP NIPPON の取り組みや、今後の 2020 年

に向けた全国一斉花火について話してもらい、一斉に花火を打ち上げる。また、TOKYO FM、DATE 

FM、FM岩手、FM福島、そして全国のコミュニティラジオ 50局にて、19時から 1時間のラジオ特別番

組「LIGHT UP NIPPON 2016 全国一斉花火」を放送。番組中に、本プロジェクトの趣旨や 2020 に向

けた目標について、説明をしながら進行した。打ち上がる花火の様子は、インターネットの動画サイ

トでの中継も行い、現地に行かれない人達も花火を見ることができるようにした。さらにこの現地の

様子については、1 県 1 箇所ずつ撮影を行い、この後各地の様子として発信してくための素材とし

て準備をしている。 

 これらの活動をするために、7 月頃よりプレスリリース、取材誘致、そして、SNS を中心に PR 活動

を行った。 

 

＜効果＞ 

 これまで東北地方のみを中心としてきた LIGHT UP NIPPON の同日同時刻一斉打ち上げの花火

を、「2020 年に全国で一斉にやろう！」という声かけのもと、各地に打診し、花火師などからも声か

けをお願いした。その中から趣旨に賛同した地域が参加し、今年の開催に至った。申請当初は、

東北三県に加え北海道、広島、そして熊本の３箇所だったが、直前になって「岡山でもやりたい！」

という声が上がり、岡山を加えた１道 6県全 14箇所での花火を打ち上げた。会場には 70,000人以

上が集まり、打ち上がる花火を観覧した。 

 今回の花火打ち上げを行うにあたり、10 箇所の地域に打診を行ったが、打ち上げまでの準備

期間の問題や、花火師の手配の問題で断られていた。しかし、実際に打ち上がった花火を見て、

各地から「来年こそはうちも！」という声が多数集まった。また、メールでの問い合わせで、「来年か

らは自分の地域も是非参加したい」という問い合わせも３件ほどあった。2020 に向けて、「全国で一

斉に」というキーワードはとても強く、今回まとめた動画や訴求ツールを活用し、各地にもっとしっか

りと伝えることができれば、さらなる訴求拡大・機運醸成が期待できる。 

 各地では LIGHT UP NIPPON のポスターやチラシなどで訴求を行い、さらに花火を打ち上げる前

にも、各地で今回の一斉花火の成り立ちや趣旨を説明してもらい、同時刻に行っているラジオ番組

でも、趣旨説明を行った。このラジオ番組は花火を打ち上げていない地域のコミュニティラジオ、イ
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